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１．授業のねらい・概要

簿記は，対象となる業種により商業簿記と工業簿記に分かれる。商業簿記は商品売買業のように仕入れた商品をそのま

まの形で販売する業種が対象である。一方，工業簿記は製造業のように材料を仕入れ，加工し，製造した完成品を販売す

る業種が対象である。工業簿記は商業簿記に比べ，主に「原価計算」を学ぶことで簿記の知識を深めるとともに，モノが

製造される仕組みを会計の視点から追うことができる。

本授業では, 日商簿記２級の出題範囲を学修する。日商簿記２級の出題範囲は,商業簿記と工業簿記があり,本授業と「工

業簿記Ｂ」を併せて履修することで，工業簿記の範囲を学修することができる。さらに「中級商業簿記」及び「上級商業

簿記」を併せて履修することで，日商簿記２級の全範囲を学修することができる。

２．授業の進め方

講義形式で行う。授業は，インプット（講義）とアウトプット（演習）をバランスよく実施する。インプットは，テキ

ストやその内容をまとめたレジュメなどを用いて説明する。アウトプットは，テキストに収録された問題集などを用いる

ため，必ずテキストを購入し毎回持参すること。本授業の第 14 回・第 15 回では，日商簿記２級工業簿記の過去問題レベ

ルの問題を実際に解き，試験の傾向や対策も説明する。

３．授業計画

１．ガイダンス －工業簿記とは？－

２．工業簿記の基礎

３．材料費 ①（分類と基礎）

４．材料費 ②（予定消費単価を用いる場合）

５．労務費 ①（分類と基礎）

６．労務費 ②（予定賃率を用いる場合）

７．経費，材料費・労務費・経費のまとめ

８．個別原価計算 ①（基礎）

９．個別原価計算 ②（予定配賦率を用いる場合）

10．個別原価計算のまとめ，演習

11. 部門別個別原価計算 ①（基礎）

12．部門別個別原価計算 ②（予定配賦）

13．部門別個別原価計算のまとめ，演習

14. 日商２級工業簿記の解き方 ①（仕訳問題）

15. 日商２級工業簿記の解き方 ②

（個別原価計算，部門別原価計算）

４．準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

毎回テキストの該当箇所を事前に読むことが望ましい。また, 復習はテキストやレジュメを読むだけではなく，テキス

トの問題集を中心に問題を解くことが大切である。これらの準備学修には２時間程度が必要である。

５．課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法

日商簿記検定２級工業簿記の合格に必要な計算問題や仕訳について毎回簡単なミニテストを実施し解説する。試験実施

の際は, 解法手順やポイントなどを記載した模範解答を配布する。

６．授業における学修の到達目標

工業簿記の基本的な概要を理解して,日商簿記検定試験２級に合格するための「基礎」の習得を到達目標とする（後期開

講の「工業簿記Ｂ」を履修すると, 日商簿記検定試験２級の工業簿記の全範囲を習得できる）。

７．成績評価の方法･基準

原則として, 授業への取組み姿勢（50%）および定期試験の結果（50%）によって, 評価する。

８．テキスト･参考文献

テキストは, 滝澤ななみ著（2026）『2026 年度版 スッキリわかる 日商簿記 2 級 工業簿記』ＴＡＣ出版を使用する。



なお，本テキストは改訂される可能性があるが，授業では最新版を使用する。

９．受講上の留意事項

工業簿記は，商業簿記を理解したうえで，工業簿記特有の「原価計算」などを学ぶ講義である。商業簿記の基礎知識が

あることを前提に行うため，商業簿記（日商簿記３級程度）の知識を有するか，または同時に学習することが望ましい。

10．「実務経験のある教員等による授業科目」の該当の有無

該当する。本授業は，税理士としての実務経験も活かして指導する。

11．卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目との関連

上記の「科目カテゴリー」欄の記載のとおり。


